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第 3 章では， CT プラズマ重合実験の方法と各種測定法について述べている。
第 4 章では， CT プラズ、マ重合実験において磁気探針及び磁束jレープを用いて測定された重合過程の























(3) C T プラズ、マの重合過程における磁束の変化を測定することによって，重合後のトロイタソレ磁束が
重合前の 2 つの CTの持つトロイ夕、、ル磁束の和になり，また重合後のポロイダ、ル磁束は重合前の 2 つ
の CT のポロイ夕、.ル磁束のうち大きい磁束が保存されていることが示されている。乙の結果は，スフ
エロマック型 CT の重合現象の計算機シミュレーションの結果とよい一致を与えている。
(4) 重合過程によって生成された CT プラズマにおいては，プラズマに含まれるトロイタソレ磁束とポロ
イタール磁束の減衰率i乙大きな差違が存在する乙とが測定結果から明らかにされている。このことは重
合プラズマに含まれるトロイタール磁束とポロイ夕、、ル磁束の比が，安定な平衡配位として予想される比
の値からずれているために生じる磁束転換の現象が起きていると考えられ，転換に伴なう不安定現象
の性質を実験結果から明らかにしている。
以上のように CT プラズマの重合過程を用いて，明らかにされたトーラスプラズ、マ重合現象に関する
本論文の重要な知見は，核融合工学及びプラズ、マ物理学の分野に貢献するところが大きい。よって本論
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文は博士論文として価値あるものと認める。
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